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■標準図 ■仕様
１．一般事項 ５．スーパーハリーZ標準製品寸法表

　・施工に先立ち、補強計算書にもとづきスーパーハリーZの種類、枚数の確認を行い、あばら筋、結束線の用意をする。
スーパーハリーZ寸法表　（鉄筋芯）（単位：mm） 重量は２枚１組

　・製品の受入に際しては運搬による傷、変形が無いか確認する。製品には鉄筋径別に色分けされたアンカーキャップや製品種類を記載した
ZＤ（Ｓ１３） ZＥ（Ｓ１６）ＴＹＰＥ ZＡ（S６） ZＢ（S８） ZＣ（Ｓ１０）　　ラベルが取り付けてあるので間違いが無いか必ず確認する。

重量 重量呼径  h W S 重量  h W S 重量  h W S 重量  h W S  h W S
　・製品は変形を防ぐため外部から力をかけない様にし、錆の発生、コンクリートとの付着性能を損なう物質（油、泥等）の付着を避け保管する。

１００ 253 314 272  0.9 253 316 278  1.6 255 323 288  2.2 253 325 296  4.0 254 331 308  6.4

１２５ 288 349 297  1.1 288 352 303  1.7 290 358 313  2.5 288 360 321  4.5 289 367 333  7.1
２．使用材料の適用範囲 １５０ 324 385 322  1.2 323 387 328  1.9 326 394 338  2.7 324 396 346  4.9 324 402 358  7.9
　　コンクリート ： Fc21～60　 １７５ 359 420 347  1.3 359 422 353  2.1 361 429 363  3.0 359 431 371  5.4 360 437 383  8.5
　　鉄筋　：　主筋　SD295A、SD295B、SD345、SD390、SD490 ２００ 395 455 372  1.5 394 458 378  2.2 396 464 388  3.3 394 466 396  5.8 395 473 408  9.2

2 2 2 2

　　　　　　　　あばら筋SD295A、 SD295B、 SD345、 SD390、 SD490、 590N/mm、 685N/mm、 785N/mm、 1275N/mm ２２５ 430 491 397  1.6 429 493 403  2.4 432 500 413  3.5 430 502 421  6.3 430 508 433 10.0

２５０ 465 526 422  1.7 465 528 428  2.6 467 535 438  3.8 465 537 446  6.7 466 543 458 10.6　　　　　　　　スーパーハリーZ  KSS785

 4.0２７５ 501 561 447  1.8 500 564 453  2.7 502 570 463 500 572 471  7.1 501 579 483 11.3　　　　　　　　　　鉄筋径（呼び名）　Ｓ６、Ｓ８、Ｓ１０、Ｓ１３、Ｓ１６
３００ 536 597 472  1.9 535 599 478  2.9 538 606 488  4.2 536 608 496  7.6 536 614 508 12.0

コンクリート設計基準強度（Ｆｃ）とあばら筋材料強度の組み合わせ条件 ３２５ 571 632 497  2.0 571 634 503  3.0 573 641 513  4.5 571 643 521  8.0 572 649 533 12.7

コンクリート強度 あばら筋材料強度 ３５０ 606 670 528  3.3 609 676 538  4.7 606 678 546  8.5 607 685 558 13.4
2

Fc SD295、345、390、490 590、685、785、1275N/mm ３７５ 642 705 553  3.5 644 712 563  5.0 642 714 571  8.9 642 720 583 14.1

21～36 ○ ○ ４００ 677 741 578  3.6 679 747 588  5.3 677 749 596  9.3 678 756 608 14.8

36～60 ○ ○ ４５０ 748 811 628  4.0 750 818 638  5.8 748 820 646 10.3 748 826 658 16.2

５００ 821 889 688  6.3 819 891 696 11.1 819 897 708 17.5

５５０ 891 959 738  6.7 889 961 746 12.0 890 968 758 19.0３．貫通孔適用範囲
６００ 962 1030 788  7.2 960 1032 796 12.9 961 1038 808 20.4

D　　(1)　適用孔径 ６５０ 1033 1101 838  7.8 1031 1103 846 13.8 1031 1109 858 21.7柱面
　　　Ｈは100～750mmとする。 ７００ 1103 1171 888  8.3 1101 1173 896 14.7 1102 1180 908 23.1L3

D H ７５０ 1174 1242 938  8.7 1172 1244 946 15.5 1173 1251 958 24.6　　(2)　HとDの関係

　　　　　Ｈ／Ｄ は 1 / 3以下 とする。 タイプ別使用鉄筋一覧1 2ｅ  寸法 ｅ  寸法
L1 L2柱面 鉄筋形状　　(3)　HとL2の関係

ＴＹＰＥZAタイプは43mm ZAタイプは43mmS （一ヶ所当たり）
2 1 　　　　　L2 は 3H以上 とする。 e ZBタイプは44mm ZBタイプは45mme 1 e ＺＡ S6  x  2枚　　　　　但し、Hは並列する孔径の平均値とする。 ZCタイプは46mm ZCタイプは48mm　　<寸法>

h ＺＢ S8  x  2枚
ZDタイプは47mm ZDタイプは51mm　　Ｄ：梁せい　　Ｈ：孔径 ＺＣ S10  x  2枚
ZEタイプは49mm ZEタイプは55mm

1
 

　　L1：柱際から孔の中心までの距離 e 　　(4)　孔の上下位置は、梁せいの中心付近とし、へりあき最小寸法(L3)を以下の値とする。 ＺＤ S13  x  2枚
　　L2：孔と孔の中心水平間隔　　　　Dが 500mm以上700mm未満の場合、L3は　175mm以上 ＺＥ S16  x  2枚

使用材料　ＫＳＳ７８５－Ｋ（認定番号 MSRB-0004）
　　L3：梁の上下面から孔面までの距離（へりあき） W ＺＥ３ S16  x  3枚　　　　Dが 700mm以上900mm未満の場合、L3は　200mm以上

ＺＥ４ S16  x  4枚　　　　Dが 900mm以上1250mm未満の場合、L3は　250mm以上
ＺＥ５ S16  x  5枚　　　　Dが 1250mm以上の場合、L3は　0.2D以上

… …

ＺＥ○ S16  x  ○枚
６．耐力評価式　　(5)　柱際から孔中心までの距離(L1)は D以上とする。但し、ヘリあきが(4)の最小寸法をとる

0. 23　　　　 ときは L1は (D+H/2)以上とする。
t0.053P ( Fc + 18 )(1 - 1.61 H/D )

uh1 r r y s s yQ   = αβ + 0.85 P ・ σ + P  ・ σ b ・ j
M / Qd + 0.12

４．スーパーハリーZ標準配筋図（孔際あばら筋の配筋要領）
uh1　　　Q　： 有孔梁の終局せん断力

　　　α ：修正係数 β：安全係数 P　：長方形梁の引張鉄筋比t

標準配筋図
　　　Fc ：コンクリート設計基準強度　　H　：孔の直径

１００≦Ｈ≦２００ ２２５≦Ｈ≦３５０ ３７５≦Ｈ≦７５０
　　　D  ：長方形梁の全せい　　　M / Qd　：せん断スパン比一般部あばら筋 一般部あばら筋 一般部あばら筋C C C
　　　P ：有効範囲C内のスーパーハリーZの鉄筋比 σ　：有効範囲C内のスーパーハリーZの材料規格降伏強度 （ σ が25・Ｆｃを越える場合は σ =25・Ｆｃ）r r y r y r y

　　　P ：有効範囲C内のあばら筋の鉄筋比 σ　：有効範囲C内のあばら筋の材料規格降伏強度 （ σ が25・Ｆｃを越える場合は σ =25・Ｆｃ）s s y s y s y

H H H 　　　b ：長方形梁の幅　　　j　：曲げ材の応力中心距離 ( = d x 7/8 )※　孔際あばら筋の口径別本数については、

　　補強計算により変更可能とする。 　　　C ：補強筋の有効範囲 ( = 2d - D )　　 d　：梁の圧縮縁から引張鉄筋重心までの距離 ( 有効せい )

50 50 50 50 50
50

孔際あばら筋 孔際あばら筋孔際あばら筋 ■使用上の留意点
（１組） （２組） （３組）

７．施工要領 　（２）スーパーハリーZを取付ける向き

地中梁人通孔 400φ以上 　（１）標準的な施工順序

C：補強筋の有効範囲
梁上端筋　 １８０°回転のみ可能 不適当な設置例A 　　　１．孔際あばら筋本数及びスーパーハリーZのタイプを確認する。

　　　２．孔位置を基準に孔際あばら筋、一般部あばら筋を配筋する。
横補強筋 主筋径の 横補強筋 主筋径の 　　　３．あばら筋内側にスーパーハリーZを設置し４～６ヶ所番線等で固定する。２サイズ下以上 ２サイズ下以上

　　　４．３枚以上取付ける場合は段取り筋を配筋し均等に取付ける。
スーパーハリーZ

　　　５．ＲＣ規準、ＪＡＳＳ５等に従い、鉄筋の間隔が適当であるか確認する。
＜特記事項＞400φ以上

　　　６．４００φ以上の孔の場合、孔上下に配筋を行う。横補強筋 主筋径の ・スーパーハリーZは、必ず孔際あばら筋の内側に結束して取り付ける。
２サイズ下以上

35da以上

50 50
A50 梁下端筋 A-A 断面一般あばら筋は

孔際まで梁リストに 孔際あばら筋
準ずる。

鉄筋コンクリート梁貫通補強工法参考図 S - 3 7
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１．１ 工法概要

クラウンパイルアンカー工法　標準図

１．工法概要

SC杭 杭頭接合工法

400 8

450 8

500 9

600

700

800

11

900

12

1000

13

1100

14

1200

15

8

8

9

10

11

12

14

15

16

17

・杭鋼管 鋼種

● 杭の中心間隔（設計値）

7

8

8

9

10

11

11

12

13

13

8

9

9

10

12

13

14

15

17

1816

● 杭頭アンカー設置可能本数の上限

最低定着長(L1)

● 杭頭アンカーの最低定着長

D32

仕様

614

● 杭のみ込み高さ

● 杭と基礎コンクリートのへりあき（設計値）

D32

-M

8

9

9

10

12

13

14

15

17

18

9

D32

-M

D32

-M

7

8

8

11

11

12

13

13

9

10

D38

-L

D32

-M -M

D38

鋼管厚/仕様
杭径

(mm)

１．2 適用範囲

４００ｍｍ以上　１２００ｍｍ以下

杭の種類

杭径

外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）

杭鋼管　鋼種 ＳＫＫ４００, ＳＴＫ４００, ＳＴＫＮ４００Ｂ

基礎コンクリート強度 ２１Ｎ／ｍｍ　以上　４５Ｎ／ｍｍ　以下

ＳＫＫ４９０, ＳＴＫ４９０, ＳＴＫＮ４９０Ｂ

● 杭と基礎コンクリートの適用範囲

注1) 中詰めコンクリート

12
以上

単位：本

鋼管厚/仕様

400N/mm 級

・杭鋼管 鋼種

490N/mm 級

注2）かぶり厚さ

注3）割裂防止筋の配筋

8

9

9

10

12

13

14

15

17

18

7

8

8

9

10

11

12

13

13

14

D32

-M

D38

-M

10

8

8

8

8

9

10

11

12

14

15

16

17

-L H-L

D38D38

9

10

11

12

14

15

16

17

728D38

D38H 915

単位：mm

-L

-M,L

-M

D38,D38H

杭のみ込み高さ(h1)

D32,D38 -M

-L

250以上(240)

280以上(270)

仕様

（財）日本建築センターによる一般評定

mmmm mm mm mm12
以上

96

400

450

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

杭径

(mm)

１／２

注4）副基礎帯筋の配筋(コーン状破壊防止)

注5）副基礎補強筋の配筋（コーン状破壊防止/主基礎部への曲げ伝達）

● 概要図 A（主基礎部の応力伝達のみ考慮した設計の場合） ● 概要図 B（杭頭側面と副基礎部の応力伝達を考慮した設計の場合）

単位：mm

かつ300以上

杭径の0.65倍以上

概要図 A 概要図 B

2．構成部材

2．１ 杭頭アンカー

L (mm)

790

1130

B (mm)

39

M

M27

2．3 杭頭金物

A

D32

D38

仕様

鋼種

SD390

A t

2．2 定着板および定着板用六角ナット

A

C B

(D
)

A

55

65

単位：mm

単位：mm

B

50

59

C

90

D

D38

D38H
210

-L

-L

-M

-M

2

930

D32

仕様

D38

D38H -L

-M,L

-M

46 M33
SD490

D32

仕様

D38

D38H -L

-M,L

-M

t

9

12

φd

28

34

B

22

26

C

41

50

(D)

47

58

M

M27

M33

180
110

120

※マットスラブ形状の基礎については、上記、副基礎帯筋・副基礎補強筋

の鉄筋径とピッチの規定によらず設計者指示の配筋とする．

(注
5

定
着

長

※ 本標準図以外に定着長の指定がある

　場合は、設計者指示の寸法による

六角ナット

(強度区分5以上)

定着板

(SS400)

杭頭アンカーは片端部にMねじを設けた異形棒鋼を用いる。

設計者の指定により定着長(L1)がアンカー呼び径の【35倍以上(SD390),

45倍以上(SD490)】となる場合は、Mねじ部を設けない仕様も可とする。

開先部

杭頭金物にはM,Lタイプがあり、杭鋼管の鋼種と鋼管厚の

適用範囲に応じて使い分ける。

※ 杭頭アンカーにMねじ部を設けない場合は使用しない

M
φ
d

六角カプラー

(SCP490-6N)

20

45°

BD

13
0

C　(六角カプラー長）

A

10
0

※ 国土交通大臣認定材：MSTL-0422

12

Vプレート

(SN490B)

M

ねじ節形状

L以上

B

副基礎帯筋副基

礎部

主基

礎部

h1

設計者指示の配筋を施す。ただし、D13以上ピッチ300mm以下を配筋量

の下限とする。主基礎部への定着長は配筋指針等に基づき、設計者により

決定される。

設計者指示の配筋を施す。ただし、D13以上ピッチ150mm以下を配筋量

の下限とする。

杭頭アンカーの配置直径

（杭径＋200mm）
部分溶込み溶接

基礎

コンクリート

H≧
h1

捨てコン

中詰めコンクリート

定着板ナット

杭頭アンカ－ 定着板

ベース筋

杭頭金物

はかま筋

副基礎補強筋

最
低

定
着

長
(L

1)

杭鋼管

基礎

コンクリート

はかま筋

副基

礎部

主基

礎部

h1

杭頭外周部の基礎コンクリートには終局時の割裂を防止するために

D13＠300程度の割裂防止筋を配筋し、無筋部を少なくすることが望ましい。

杭頭アンカー及び杭頭金物下端部のかぶり厚さ(h2)は

設計かぶり厚さ70mm以上、最小かぶり厚さ60mmとする。

※設置本数の下限は全仕様4本とする

本標準図はクラウンパイルアンカー工法を対象とする。本標準図の適用範囲以外の条件における設計施工は、BCJ評定-FD0511-02の評定書による。

中詰めコンクリートの強度と深さ (H) は 設計者により決定される。

ただし、杭のみ込み高さ(h1)は確保すること。（図は参考図）

※ ( )内の数値は最小かぶり厚さによる

※杭の鉛直施工許容差と端板開先部形状を考慮した寸法とする

杭心からの距離で杭径の1.25倍以上を原則とする。

ただし、杭径が600mm以上の場合は1.0倍以上としてもよい。

施工許容差を超えた杭の偏心等により、へりあきの最小値が確保で

きない場合の対応については、別途設計者指示による。

埋込み杭は杭径の2.0倍、打込み杭は杭径の2.5倍を最小値とする。

ただし、杭頭金物の溶接施工に支障がないことを確認すること。

施工許容差を超えた杭の偏心等により、中心間隔の最小値が確保で

きない場合の対応については、別途設計者指示による。

h2

クラウンパイルアンカー工法は、SC 杭の杭頭鋼管外周部に定着部材 (以下、杭頭アンカー)を接続する金物（以下、杭頭金物）を部分溶込み溶接した後、

杭頭金物のカプラー雌ねじ部に杭頭アンカーのねじ節鉄筋部を螺合することで、杭頭と基礎コンクリートを接合する工法である。

基礎コンクリートは杭頭上端面より上部を「主基礎部」、杭のみ込み部周囲を「副基礎部」と呼称し、杭頭側面と副基礎部の応力伝達を考慮した設計の適用

有無により、杭頭接合部の構造規定が異なる。（杭ごとに、概要図Ａまたは概要図Bのいずれかが適用される。）

杭頭アンカーの配置直径

（杭径＋200mm）
部分溶込み溶接

H≧
h1

捨てコン

中詰めコンクリート

定着板ナット

杭頭アンカ－ 定着板

ベース筋

杭頭金物
割裂防止筋

最
低

定
着

長
(L

1)

杭鋼管

※

(注
2

(注3

(注1

(注
1

(注
1

(注4

(注5

(注1

※

２ ２
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クラウンパイルアンカー工法　標準図
SC杭 杭頭接合工法 （財）日本建築センターによる一般評定

２／２

● 概要図Ａを適用する杭頭接合部仕様

杭仕様 クラウンパイルアンカー仕様

杭径 杭種(鋼管厚) 杭本数杭符号 仕様

４．仕様一覧

3．１ 施工および施工管理

3．2 施工手順

3．3 部分溶込み溶接規準

● 溶接方法と溶接材料

溶接方法 規格：種類

● 溶接寸法

3．工事現場施工

● 杭頭アンカー設置後の弛み止め処置

● 標準施工手順

溶接長(L2)

D32

D38

仕様

単位：mm

D38

D38H
210

-L

-L

-M

-M
180

● 溶接資格

記号 規格：種類

● 施工手順図

余盛(h)

10

3

以上

以下

4．１ 杭頭接合部仕様の一覧

基礎コンクリート部仕様・補強要領

4．2 特記事項、その他

本/1杭 備考 杭のみ込み高さ

mm

割裂防止筋

D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

@ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

mm D @ (SD　　　　)

Dmm D @ (SD　　　　) @ (SD　　　　)

上記、杭頭接合仕様について一般評定で規定する許容応力度計算を実施し、最終設計図書の記載と相違ないことを確認した．

杭仕様 クラウンパイルアンカー仕様

杭径 杭種(鋼管厚) 杭本数杭符号 仕様

基礎コンクリート部仕様・補強要領

本/1杭 備考 杭のみ込み高さ 副基礎補強筋 副基礎帯筋

● 概要図Ｂを適用する杭頭接合部仕様

上記、杭頭接合仕様について一般評定で規定する許容応力度計算を実施し、最終設計図書の記載と相違ないことを確認した．

mm D @ (SD　　　　) D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

D @ (SD　　　　)

※ 上記において、杭のみ込み高さおよび割裂防止筋の配筋量に関する計算上の規定はない

※ 溶接長は溶接始終端の余長を含む

本工法を採用する杭頭接合部に関し、各杭符号ごとに仕様の一覧を記す。

開先角度

杭鋼管

鉄

筋

工

事

・WES 8241：半自動溶接技能者の

　　　　　　　　　　　　　　　資格認証基準

・JIS Z 3841：半自動溶接技術検定における

　　　　　　　　　　　試験方法及び判定基準
SA-2V

　または

SA-3V

部分溶込み溶接は下記の規格を満たす立向姿勢の

有資格者による施工を原則とする。

開先部45°

2

L2

12

Vプレート

本工法の実施に必要となる準備工事の実施範囲や施工手順について十分に協議する。

弛み止めは以下のいずれかの方法による。
|

ク

ラ

ウ

ン

パ

イ

ル

ア

ン

カ　

工

事

準

備

工

事 杭頭

アンカー

・JIS Z 3313：軟鋼、高張力鋼及び低温用

鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ

くさび

点付溶接

・くさびの打ち込み　　　・カプラー下側余長部への点付溶接

余
盛

(h)

Vプレートと杭鋼管の溶接は開先部全長（L2）にわたって行い、

所定の余盛（h）を確保するように施工する。

・JIS Z 3312：軟鋼、高張力鋼及び低温用

鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ
ガス

シールド

アーク溶接

材料は下記の規格を満たし、かつ490N/mm 級

高張力鋼に適用可能なものを使用する。

4

3

2

1

本工法は岡部(株)・グループ会社により教育・技術指導を受けた者が施工及び施工管理を実施する。

4321

部分溶込み

溶接

仮付溶接

杭頭金物

マーキング

SC杭

端板

2

杭周囲根伐り・捨てコンクリート打設

杭頭部の回転金物除去・洗浄・ケレン

杭周辺の水処理・主筋等の墨出し

杭頭金物取り付け位置のマーキング

杭頭金物を仮付溶接

杭頭金物の配置検査

主基礎コンクリート部の配筋

副基礎コンクリート部の配筋

杭頭アンカーの弛み止め処置

杭頭アンカーの設置検査

部分溶込み溶接部の外観検査

杭頭金物を部分溶込み溶接

杭頭アンカーを設置/定着長の調整

杭頭補強工法参考図２ S - 3 9
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パイルスタッド工法研究会

１．パイルスタッド工法概要

パイルスタッド工法は、溶接性に優れた異形棒鋼ＫＳＷ４９０を杭頭端板に直接スタッド溶接する
ことにより、抗体に悪影響を及ぼすことがなく、抗体と基礎スラブとを接合する技術である。

２．使用材料

１　パイルスタッド　（スタッド溶接専用異形棒鋼） ２　フェルール

溶接前全長　Ｌ

切削部長さ　Ｓ

溶け代　Ｗ呼び長さ　Ｌ ０ 　（標準：４０ｄ）

ｄ
公

称
直

径

ｄ
１

切
削

部
径

　　　ＫＳＷ４９０（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２　ＳＤ３４５）

定
着
長

さ
　

≧
　

４
０

ｄ

スタッド鉄筋
ｄ（呼び径）×Ｌ ０ （呼び長さ）

基礎スラブ下面

１
０

０

サイズ

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ１３×Ｌ ０ （　５２０）

呼び名

Ｄ１６×Ｌ ０ （　６４０）

Ｄ１９×Ｌ ０ （　７６０）

Ｄ２２×Ｌ ０ （　８８０）

各部寸法

Ｄ２５ Ｄ２５×Ｌ ０ （１０００）

ｄ１

１３．０

１６．０

１９．１

２２．２

２５．４

Ｌ Ｗ Ｓ

Ｌ ０ ＋６（　５２６）

Ｌ０ ＋６（　６４６）

Ｌ０ ＋７（　７６７）

Ｌ ０ ＋７（　８８７）

Ｌ０ ＋９（１００９）

２～６

２～６

３～７

３～７

５～９

１８

２０

２８

３０

３７

適用フェルール ＊

パイルスタッドおよびフェルールの種類　　（括弧内の寸法は、標準の呼び長さ４０ｄの場合）

杭仕様

杭径 杭種 杭本数 鉄筋径 呼び長さ 本／１杭
備考

パイルスタッド仕様

溶接装置の設置・設備容量の確認

溶接材料の確認

溶接条件の設定

＜条件確認試験＞
外観及び仕上り高さ検査・３０度曲げ試験

溶接位置のマ－キング

端部鋼板溶接面の清掃

アースケーブルの取付け

本施工開始

＜施工中の点検＞
１　カラーの不整・欠損

＜製品検査＞
・外観、仕上り高さ検査（全数）

施工管理記録の作成・提出

施工現場の清掃

施工完了

補正
及び
打直し・傾き及び１５度曲げ検査　（２本／１ロット）

　　　セラミック製の溶接補助材

溶接前

溶接後

パイルスタッド工法　設計・施工　標準図

杭中空部は、基礎スラブ下面と
同一レベルまでソイル等を除去する。

スタッド溶接

端板

既製杭
　（ＰＨＣ杭・ＰＲＣ杭）

３．杭頭接合仕様

４．杭頭接合構造図 ６．パイルスタッド工法　標準施工フロー　　　　　　　　　　　　
　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書の「施工要領」による）

２　磁気吹き（ア－クブロ－）

３　端部鋼板溶接面の清掃など

Ａ－１３

岡部（株） （株）大谷工業 日本スタッドウェルディング（株）

Ａ－１６

Ａ－１９

Ａ－２２

Ａ－２５

Ｄ－１３

Ｄ－１６

Ｄ－１９

Ｄ－２２

Ｄ－２５

１００－１０１－１１４

１００－１０１－０１２

１００－１０１－１５２

１００－１０１－１４０

１００－１０１－０４５

※　スタッドメーカーとフェルールの組合せは限定しない

パイルスタッド（ＫＳＷ４９０）の化学成分および機械的性質
化学成分　（％） 機械的性質

Ｃ Ｓｉ Ｍｎ Ｐ Ｓ Ｃ＋Ｍｎ／６

０．２０以下
０．１５
～０．３５

０．３０
～０．９０

０．０３５以下 ０．０３５以下 ０．３５以下

降伏点
（Ｎ／ｍｍ ２）

引張強さ
（Ｎ／ｍｍ ２）

伸び
（％）

３４５
～４４０

４９０以上 ２０以上

注：施工は、（一社）スタッド協会主催の「スタッド溶接技術検定試験」

　　における専門級取得者で、かつ、パイルスタッド工法研究会発行の

　　「パイルスタッド工法溶接技術講習会受講者証」を授与された者が行う。

７．製品検査規定

８．パイルスタッドの配筋規定
　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録の「配置計画」による）

１）　フェルール外殻が端板の開先やＰＣ鋼材孔と重ならない位置に溶接する。

２）　ＰＣ鋼材径と同心円上の位置への配筋を基本とする。（同心円配筋）

３）　同心円配筋ができない程ＰＣ鋼材間が狭隘な場合、フェルールをＰＣ鋼材孔の

　　　同心円上の外側、内側と交互に配筋する。（千鳥配筋）

４）　杭当たりの配筋本数は、６本以上かつＰＣ鋼材本数以下を原則とする。

５）　ＰＣ鋼材孔間に２本以上配筋しないことを原則とする。

６）　パイルスタッドのあきは、基礎スラブコンクリート粗骨材最大寸法の１．２５倍

　　　以上かつパイルスタッド公称直径の１．５倍以上とする。

　　　また、パイルスタッド中心とＰＣ鋼材中心は２０ｍｍ程度離す。

同心円配筋

千鳥配筋

株式会社大谷工業

岡部株式会社

日本スタッドウェルディング株式会社

Ｖｅｒ．２０２００９１７

ＰＣ鋼材定着孔
溶接開先

タップ孔

パイルスタッド
フェルール外殻

頻度 検査項目 検査方法 判定基準

全数検査

抜取検査

外観検査

仕上り高さ

傾き検査

曲げ検査

目視

ゲージ等による

ゲージ等による

パイプ曲げ等による

カラーが軸部全周に包囲して、アンダーカットの無いこと

設計寸法－０ｍｍ～＋４ｍｍ

θ≦５゜

溶接部に割れなどの欠陥が生じないこと

項目 対処例

杭頭部応力度の決定

軸力

パイルスタッドの仕様仮決定

パイルスタッド本数 スタッド径は
Ｄ２５？

パイルスタッド
サイズアップ

パイルスタッド
サイズダウン

パイルスタッド
サイズダウン

・杭頭部応力度の再検討　
または

・パイルスタッド適用不可

端板の
開先無し可？

端板の
開先無しの指示

同心円配筋または
千鳥配筋が可能？

端板厚変更可？
端板耐力

端板厚の変更
（端板耐力≧鉄筋引張荷重となること）

終　了

開　始

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

注１　鉄筋サイズ変更時は、算出式により求められた必要鉄筋量を
　　　下回らないように注意する。

注２　端板開先無しの指示および端板厚変更等、杭の仕様変更は必
　　　ず事前にパイルメーカーに確認した上で、変更可能な場合は
　　　設計図書に特記事項として記載すること。

５．設計に関する考え方の一例
下図設計手順例は、適用にあたっての一つの参考例であり、構造設計者の考え方に基づく

適切な設計法により杭頭接合鉄筋量を算出することが望ましい。

詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録による。

設計手順例

適切な配筋例 不適切な配筋例

全鉄筋の内側配筋 溶接不可能な配筋

ＰＣ鋼材間の複数配筋

曲げモーメント
基礎スラブのコンクリート強度

・杭径，杭種（杭製造メーカー）　
・設計用短期応力度　　　　　　

（鉄筋量算出式に基づく）

≦ＰＣ鋼材本数？

≧鉄筋引張荷重？

防錆処理・アンボンドキャップ装着　　※パイルスタッド工法（アンボンド）のみ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

杭頭補強工法参考図３ S - 4 0
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ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

2020/9

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　

注意

軟鋼及び４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）相当以上

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）相当以上

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

！

イ
プ

タ
G

柱下端

t

7

柱

35

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

35
7

2

。

ハイベースNEO工法設計施工標準

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ
備　考

ベースプレート

JIS G3136

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

2

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定

着
長

さ
L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0m

m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±

ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）

※２ ※２

TMCP鋼

-

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）

M64

M72

M56 5.5
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6
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び
呼

じ
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ね

M36

M48

M42

M30

ピ 長長

4.5

3.5

42

48 5

30

36 4

130

P

チ

φｄ

径 ッ

S

さ

22

18

16

13

a

※２

アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

余

アンボンド

ボルト

モルタル上端

E

φｄ

ベースプレート

座金

ナット

70

79

62

1850

95

105

85

58

51

45

121
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7412

66

58
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面
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E

径
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54

48

35800

L0

55

75

65

46

38

34

29

24

87

75

64

53

B

幅

H

さ

C

離

外

アンボンド

スリーブ

全

※2
a

S

二

ナット

高 対
角

50

43

9

9

37

31

6

6

92

78

66

56

φD1φd1

さ 径 径

座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1

t 2

L

B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
※2

Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ用アンカーボルト部品

1080

さ

840

L

定
着
長

155

130

※2a

※1

S

ボルト上端

０L

PL下端B

L

2t

)m m(

外内厚

座　金

径径さ

φd1 φD1

60

66

78

6

6

31

37

9 43

角
対高

ナット

二

S

a
※2

全

スリーブ
アンボンド

外

離

C

さ

H

幅

B

53

64

75

24

29

34

46

65

55

L0

35

48

41

径

E

距長
面

tw

エコナット

座金

ベースプレート

φｄ

E

モルタル上端

アンカーボルト

アンボンドスリーブ

余

定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

a

13

16

18

さ

S

ッ径

φｄ

チ

P

130

436

30

42

3.5

4.5

長 長ピ

M30

M42

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 上段はEB型式及びEM型式のアンカーボルト４本タイプ、下段はそれ以外のエコタイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co D1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

d1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下 板厚40mm超

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ
によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）
+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

375

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

ts
Dsds

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｂ
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

2

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※高強度柱材を用いる場合、JASS6等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル 

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

※ センクシアが供給するものに限る

※ センクシアが供給するものに限る

鉄骨柱脚（ハイベースNEO工法設計施工標準)

徳島県蔵本公園プールスタンド改築工事のうち建築工事
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柱伏図(GL+7,400)
(註記)　　　印は現場剛接ジョイント位置を示す

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

柱
芯

通
り

芯
通
り
芯

柱
芯

C L

CL

柱伏図 S-42
ＤＡＴＥ

ＮＯ

会 社株 式

管 築 士理 建 朗
ＰＨＯＮＥ（０８８）６８６－６４９１

村 史

松村建築計画研究所
１級建築士登録１１９２９２号

松
ＭＡＴＳＵＭＵＲＡ

ＴＩＴＬＥ

ＪＯＢ

ＳＣＡＬＥ

徳島県蔵本公園プールスタンド改築工事のうち建築工事

2021/02/26

構造設計一級建築士　第 5243 号 立 花 　薫一　級　建　築　士　第126285号

立花構造設計事務所

1:200

6,000

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

6,00054,000

5
,
5
0
0

4
2
5

8
,
0
0
0

3
9
,
0
0
0

2
6
,
4
6
2
.
5

2
6
,
4
6
2
.
5

5
2
,
9
2
5

2
0



屋根トラス伏図
(註記)　システムトラス部材はサイズ伏図参照の事

 　　 　　　印は支承位置を示す
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X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

屋根トラス断面図
(註記)　システムトラス部材はサイズ伏図参照の事

(GL+14,800)

(GL+10,800)

GL

1FL(GL+1,400)

2FL(GL+5,200)

観覧席最上段

RC柱天端

上弦ボール芯(最頂部)

屋根頂部(GL+23,010)

SC1

SC1θ≒18.037° θ1≒22.130°

Y2 Y3 Y4 Y5

(GL+14,800)

(GL+10,800)

屋根トラス断面図
(註記)　システムトラス部材はサイズ伏図参照の事

 　　 　　　印は現場剛接ジョイント位置を示す

(GL-500)

トラス下弦ボール円芯

R=85,464.8

トラス上弦ボール円芯

R=72,055.3

仮想ポイント 仮想ポイント仮想ポイント

支承芯 柱芯支承芯
鉄骨柱脚下端

GL

1FL(GL+1,400)

2FL(GL+5,200)

観覧席最上段

RC柱天端

下弦ボール芯(支承部)

下弦ボール芯(仮想ポイント)

上弦ボール芯(最頂部)

屋根頂部(GL+23,010)
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断面図 S-44
ＤＡＴＥ

ＮＯ

会 社株 式

管 築 士理 建 朗
ＰＨＯＮＥ（０８８）６８６－６４９１

村 史

松村建築計画研究所
１級建築士登録１１９２９２号

松
ＭＡＴＳＵＭＵＲＡ

ＴＩＴＬＥ

ＪＯＢ

ＳＣＡＬＥ

徳島県蔵本公園プールスタンド改築工事のうち建築工事

2021/02/261:200

構造設計一級建築士　第 5243 号 立 花 　薫一　級　建　築　士　第126285号

立花構造設計事務所

6,500

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

6,50054,000

1
,
4
0
0

3
,
8
0
0

5
,
6
0
0

4
,
0
0
0

1
4
,
8
0
0

7
,
7
0
0

2
3
,
0
1
0

2,600

2,600

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 2,6002,600

2,600 2,800 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 2,6002,6002,8003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,000

64,400

67,000

2,600

5
1
0

5,200 5,200

1
,
4
0
0

3
,
8
0
0

5
,
6
0
0

4
,
0
0
0

3
0
0

4
,
2
0
0

1
4
,
8
0
0

7
,
7
0
0

2
3
,
0
1
0

3
,
2
0
0 2

,
2
0
0

26,462.5 26,462.5

52,9251,750 1,750

5
1
0

5,500425 8,000 39,000

5
0
0

θ/13
θ/13

θ/13
θ/13

θ/13
θ/13 θ/13 θ/13 θ/13 θ/13 θ/13 θ/13 θ/13

20



SG1

SG2

SC1

SC1

SG1

SG2

SC1

SC1

SG1

SG2

SC1

SC1

SG1

SG2

SC1

SC1

SG1

SG2

SC1

SC1

SG1

SG2

SC1

SC1

SG1

SG2

SC1

SC1

SG1

SG2

SC1

SC1

SG1

SG2

SC1

SC1

SC1

SC1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

Y5 通り軸組図
(註記)　システムトラス部材はサイズ伏図参照の事

 　　 　　　印は現場剛接ジョイント位置を示す

(GL+14,800)

(GL+7,400)

GL

鉄骨梁天端

鉄骨柱天端

上弦ボール芯(最頂部)

屋根頂部(GL+23,010)

(GL-500)
鉄骨柱脚下端

下弦ボール芯(支承部)

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

Y2 通り軸組図
(註記)　システムトラス部材はサイズ伏図参照の事
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X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

Y2

Y3

Y4

Y5

記号 記号鋼管サイズ ボールサイズ(mm)

3

4

5

6

7

8

9

10

P- 76.3x2.8

P- 89.1x2.8

P-101.6x3.2

P-114.3x3.5

P-139.8x4.0

P-165.2x4.5

P-190.7x5.3

P-216.3x5.8

B140(φ140)

B160(φ160)

B180(φ180)

B200(φ200)

B230(φ230)

B260(φ260)

システムトラスサイズリスト

4

5

6

7

8

9

図示に対称

KEY-PLAN

トラスサイズ伏図の図示範囲

鉄骨部材リスト

符 号 サ イ ズ 材 質

SC1  □-500x500x16 BCP325

SG1  H-440x300x11x18 SN490B

備 考

現場溶接接合(詳細図参照)

SG2  BH-450x350x12x19 SN490B カバーPL-12<SN490B>付 (詳細図参照)

a
2[-200x80x7.5x11<SS400>

綴りPL-22<SS400>, 2-M20(B) @2,000以内

[防錆仕様]

　　ショットブラスト

　　有機ジンクリッチプライマー薄膜形

　　変形エポキシ樹脂下塗（２回）

　　フッ素樹脂中塗

　　フッ素樹脂上塗
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トラスサイズ(ラチス材)伏図
(註記)　　　印は支承位置を示す

Y5

Y4

Y3

Y2

4

G.PL-22(SN490B)

ボール(φ180)

部品の材質

部品名称

鋼　管

ノーズコーン

ボール

JIS G 3444

規　格 材　質

STK400

システムトラス特記事項

本工事に使用するシステムトラスの接合部は、「トラス用機械式継手」として国土交通大臣による認定（認定番号：MMJT-9001同等品)を受けたものとする。

(2) 製作

・ システムトラスの製作工場は、その製品の製作に当たり、十分な

加工設備・加工技術・品質管理体制を整えていること。

(3) 施工・建方用仮設計画

・ 施工担当技術者は、鉄骨組立・建方について十分な経験及び技術を有し、

システムトラスの組立・建方について十分な知識を有するものとする。

・ 施工に先立ち構造材・仮設など安全性を検討した施工計画書を提出し

監督員の承認を得ること。

・ 施工中いかなる場合でも、部材に計画した以上の荷重を加えてはならない。

(4) その他

・ システムトラスに取り付くあらゆる二次部材は、節点に取り付ける

ことを原則とする。

・ その他図面に特記なき事項については、監督員の指示に従い

誠実に施工すること。

・ 各トラスの寸法は製作寸法とし、荷重等による変形は考慮しない。

・ 製作キャンバーは一切とらないものとする。

(1) 接合部仕様

断面形状

及び

部品名称

----------

JIS G 3223

JIS G 3115

----------

スミストロング55HA

SFT590

SPV490

SCC60Mまたは同等品以上

JIS G 3101

JIS G 4051

(JIS G 5102)

SS400

S25C

SCW450相当品

コネクター

スペーサー

JIS G 4105

JIS G 4103

JIS G 4051

SCM435,SCM440

SNCM439

S45C

貫通ボルト
溶接部

鋼管ノーズコーン
セットスクリュ―

ボール

六角部

コネクター

スペーサー

[註記事項]

 1) PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下及び、RF 表示は除く）は、特記なき限り SN400B とする

 2) S.PL- 表示のスプライスプレートの材質は、特記なき限り SS400 とする (鋼材は電炉材の使用を可とする)

 3) HTB 表示の高力ボルトは、 F10T 又は S10T とする

鉄骨部材継手リスト図

符　号

サイズ

材　質

姿　図

フランジ継手

ウェブ継手

備　考

a

SS400

2[-200x80x7.5x11

S=1/20

HTB 6-M20   

60°

(5) 防錆

部品名称 塗装仕様

コネクター

スペーサー

鋼　管

ノーズコーン

ボール

支　承

ショットブラスト

有機ジンクリッチプライマー薄膜形

変形エポキシ樹脂下塗(2回)

フッ素樹脂中塗

フッ素樹脂上塗

ラフレ処理

変形エポキシ樹脂下塗(2回)

フッ素樹脂中塗

フッ素樹脂上塗

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

Y2

Y3

Y4

Y5

CL

図示に対称

KEY-PLAN

トラスサイズ伏図の図示範囲

部材サイズリストー2 1:150 S-47
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丸ワッシャー

座金

ナット

ナット

RC天端

無収縮モルタル

定着板

ナット

ナット

Y5

Y4

Y3

Y2

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13

5
0

ア
ン
カ

ー
ボ

ル
ト
有
効
長
さ

(L
)

図示に対称

屋根トラス支承・アンカー伏図(GL+14,800) 鉄骨柱脚・アンカー伏図(GL-500)

(註記)　　　　　部分は、詳細図においての図面化位置を示す

X

Y

RC天端アンカー部(I型)詳細  S=1/10

C L

支承芯 柱芯

支
承
芯

支承芯 支承芯 支承芯 支承芯 支承芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯

支
承

芯
柱
芯

CL

A1支承 A1支承A1支承A1支承A2支承

B支承 B支承 B支承 B支承B支承
SC1柱脚

A2支承

SC1柱脚 SC1柱脚 SC1柱脚 SC1柱脚

支承・柱脚・アンカー伏図 S-48
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屋根トラス支承・鉄骨柱脚部詳細図
[註記事項]

 1) PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下及び、RF 表示は除く）は、特記なき限り SN400B とする

 2) (B) 表示のボルトは、普通ボルトとする

 3) 特記なき鉄骨部分は、別図参照

aa

4

1A

S=12
位置調整後(三辺)

4
4

アンカーボルト

4-M36<SNR490B>

I型・ダブルナット締メ

ボール(φ200)

無収縮モルタル t=50

ベースプレート

PL-32x500x750<SN490B>

R.PL-22<SN490B>

R.PL-25<SN490B>

φ80孔明

R.PL-22<SN490B>

R.PL-22<SN490B>

定着板

4xPL-19x110x110<SS400>

アンカー孔径38φ

座金

PL-16x130x130<SN490B>

アンカー孔径38φ

無収縮モルタル t=50

A1 支承 計 8箇所

(GL+14,800)

X

Y

a 矢視

a b

b 矢視

支承ボール芯

RC柱天端

2
0

aa

4

1A

S=12
位置調整後(三辺)

4
4

アンカーボルト

4-M48<SNR490B>
I型・ダブルナット締メ

ボール(φ260)

無収縮モルタル t=50

ベースプレート

PL-36x600x850<SN490B>

R.PL-22<SN490B>

R.PL-25<SN490B>

φ80孔明

R.PL-25<SN490B>

R.PL-25<SN490B>

定着板

4xPL-22x150x150<SS400>

アンカー孔径51φ

座金

PL-19x140x140<SN490B>

アンカー孔径50φ

無収縮モルタル t=50

A2 支承 計 4箇所

(GL+14,800)

X

Y

a 矢視

a b

b 矢視

X
2
,X

13
通

り
=
72

0

支承ボール芯

RC柱天端

1
5

aa

4

1A

S=12
位置調整後(三辺)

ボール(φ200)

フィラーPL

ベースプレート

PL-32x500x500<SN490B> 座金

PL-16x130x130<SN490B>

アンカー孔径35φ

フィラーPL

接合ボルト
4-M33(B)<強度区分6.8以上>

ダブルナット締メ

φ75孔明

R.PL-22<SN490B>

R.PL-22<SN490B> 柱頭TopPL

PL-32<SN490B>

φ35孔明

B 支承 計 10箇所

(GL+14,800)

X

Y

a 矢視a

b

b 矢視

支承ボール芯

鉄骨柱天端

2
5

2

無収縮モルタル t=50
アンカーボルト

8-M42<SNR490B>L=840

I型・ダブルナット締メ

ベースプレート

ハイベースNEO GB500-8-42相当品

SC1 柱脚 計 10箇所

X

Y

GL

支承・柱脚部詳細図 S-49
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上弦ボール

貫通ボルトM20(B)

Y2 Y3 Y4

Y5
52,925

4
,0

0
0

1
4,

80
0

39,000

X3 通り断面　屋根トラス詳細図

(GL+14,800)

G
L
 

観
客

席
最
上

段
 

   特記事項

 1) 特記なきサイズ・材質は、サイズ伏図・部材リスト参照の事

 2) 各部詳細及び溶接は、取合詳細図、継手リスト図、支承・柱脚部詳細図参照の事

 3) システムトラス部は、別図参照の事

 4) PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下は除く）は、特記なき限り SN400B とする

 5) HTB 表示の高力ボルトは、F10T 又は S10T とする

 6) (B) 表示のボルトは、普通ボルト<強度区分4.6又は4.8>とする

 7) 特記なき溶接は、隅肉溶接とする

 8) 膜定着部は、別図(膜工事)参照の事

a

a 矢視

膜工事

(註記)　膜定着部は、別図(膜工事)参照の事 

　　上弦ボール標準納まり図　　S=1/20

仮想ポイント

RC柱天端

下弦ボール芯(支承部)

下弦ボール芯(仮想ポイント)

上弦ボール芯(最頂部)

屋根頂部(GL+23,010)

上弦ボール芯(水下)

支承芯

鉄骨詳細図 - 1 S-50
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SG1

SC1

SG1

SC1

SC1

SC1

SG2

2

SG2

2

2

2

22

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1B

1B

1

1

1

1B(※)

[註記] (※)部の溶接は部材端部(c矢視)のみとし、

　　　　部材中央部(d矢視)は溶接を行わない

SG2

H-440x300x11x18

<SN490B>　　

□-500x500x16

<BCP325>　

PL-25<SN490C>

R.PL-22<SN490B>

BH-450x350x12x19<SN490B>

カバーPL-12<SN490B>付　　
PL-25<SN490C>

BH-500x500x22x16

<SN490B>　　

PL-12<SN490B> PL-12<SN490B>PL-12<SN490B>

カバーPL-12

<SN490B> 

R.PL-6

<SN490B>

BH-450x350x12x19

R.PL-6<SN490B>

  @1,000mm 程度

カバーPL-12<SN490B>

SC1有効細長比

　X方向：40.5　

　Y方向：78.6　

X13 X12 X11

X3

X10

54,000

6,000

7
,4

0
0

1
4,

80
0

Y5 通り断面　鉄骨詳細図

(GL+14,800)

G
L
 

(GL+7,400)

b

a

a 矢視

b 矢視

　　部分詳細図　　S=1/20

　　SG2断面詳細図　　S=1/10

c d

c , d 矢視

鉄骨柱天端

下弦ボール芯(支承部)

鉄骨梁天端

   特記事項

 1) 特記なきサイズ・材質は、サイズ伏図・部材リスト参照の事

 2) 各部詳細及び溶接は、取合詳細図、継手リスト図、支承・柱脚部詳細図参照の事

 3) システムトラス部は、別図参照の事

 4) PL- 表示の鋼板材質（T=4.5以下は除く）は、特記なき限り SN400B とする

 5) HTB 表示の高力ボルトは、F10T 又は S10T とする

 6) (B) 表示のボルトは、普通ボルト<強度区分4.6又は4.8>とする

 7) 特記なき溶接は、隅肉溶接とする

 8) 膜定着部は、別図(膜工事)参照の事

柱芯 柱芯

鉄骨詳細図 - 3 S-51
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